
   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 

１ 水 お話朝会 委員会 

２ 木  

３ 金 野口英世記念館出前授業（6年） 

６ 月 たてわり遊び 

７ 火  

８ 水 読み聞かせ 着衣泳（２・４・６年） クラブ 

９ 木 5時間授業１４：３０下校 

10 金 5時間授業１４：３０下校 

13 月  

14 火 給食終了 5時間授業１４：３０下校 

15 水 【特別日課】３時間授業１１：３０下校 

16 木 ３時間授業 １１：３０ 

17 金 終業式 ３時間授業１１：３０下校 

20 月 6年生林間修学旅行１日目 海の日 

21 火 6年生林間修学旅行２日目 

22 水 6年生林間修学旅行３日目 

日 曜日 内容 

１ 火 始業式 ３時間授業１１：３０下校 

2 水 【特別日課】３時間授業１１：３０下校 

３ 木 ４時間授業１２：２５下校 

５・６年校外学習（キッザニア） 

４ 金 給食開始 

９ 水 委員会 

14 月 むし歯予防教室（１年） 

16 水 クリーン丹後 クラブ 

17 木 わくわくデリバリー教室（２年） 

18 金 古代から教室へのメッセージ（６年） 

３・４年校外学習（さいたま市方面） 

25 金 １・２年校外学習（東武動物公園） 

26 土 学校公開日 学校運営協議会 

28 月 振替休業日 

30 水 クラブ 

  

   
 

 今年度も、夏休みに学校図書館の開放を行い
ます。 
☆彡開放日 
７月２１日（火）、２３日（木）、２８日（火） 
８月２６日（水）、２７日（木）、２８日（金） 

☆彡開放時間 
９：００～１２：００ 

※交通安全と熱中症に気を付けて来てくださ
い。 

※詳しくは、別途配信される学校図書館だより
「丹後の本だな」をご覧ください。 

 

 

 

  

           ６月１９日（金）、１年

生を対象に、おはなしたん

ごさんによるお楽しみ会

が行われました。 

           とても面白い、パネルシ

アターや読み聞かせに、子

供たちもお話の世界へと

入り込んでいました！ 

           おはなしたんごの皆様、

ありがとうございました。 

  

 毎年全国で川の事故が後を絶ちません。命を守

る教育の一環として、２・４・６年生が着衣泳を

実施します。 

日 時：７月８日（水） ２時間目→６年生  

     ３時間目→２年生 ４時間目→４年生 

持ち物：水着・洋服（上下）・靴下・靴（洗って

ある軽いもの）・ペットボトル（大きい

物推奨）・濡れた洋服を入れるビニル袋 

※当日は通常の水泳学習と同様にキュベルへの

入力をお願いします。 

先生方のおすすめの本 

「わすれられないおくりもの」（評論社） スーザン・バーレイ作・絵 

音楽担当      先生おすすめの本です。 

年老いたアナグマが亡くなった後、森の仲間たちがアナグマの思い出を語り合う

ことで、、悲しみを乗り越え知恵や愛情を受け継いでいく物語です。 

死と向き合うことで大切な人とのつながりを描いた作品です。 

 

長く 

校長  渡部 順一 

台風あり、長雨ありで、梅雨らしい日が続いていますが、丹後小学校では６月の学校だよりで

お伝えした通り雨
う

奇
き

晴
せい

好
こう

の考え方で、順調に学校生活を進めています。 

 一学期も今月を残すのみとなり、各クラスでは今学期のまとめの学習に、がんばっているところ

です。この時期になると、新品だった学習用具も子供たちの手になじみ、使い慣れてきています。 

 ところで、この学習用具のような身近な持ち物で、皆さんには何か大切に長く使っているもの

はありますか。私は少しですがあります。７月のお話朝会では、そのうちの一つの、長年愛用して

いる筆箱（ペンケース：今年で 35年目です。）を紹介しました。 

 そして、子供たちに次のような質問をしました。「１年生から今まで筆箱を使い続けている人い

ますか？」 

 私は、０人だろうと予想していました。ところが、６年生は２人、５年生も１人いました。大変驚くと

ともに、とてもうれしくなりました。全員で盛大に拍手も送りました。 

 ２年生から４年生でも、挙手の数が予想以上でした。多くの子供たちが、筆箱を大切に使って

いることが分かりました。こちらもうれしい限りです。 

 長く使えばいいというものではないかもしれませんが、物を大切に使う、最後まで使い切るとい

うことは、大切なことでありなかなかできないことです。 

 例えば、鉛筆なら手のひらに収まるぐらい短くなるまで、消しゴムなら指先でつまんで持つぐら

いまで使うとかでしょうか。 

  物を最後まで使い切るに関連していることですが、学校には子供たちの落とし物がたくさんあ

ります。記名されていないのでなかなか返却できず、たまってしまいます。 

記名されていると、落とし主に戻せることが

多くなります。本当にもったいないので、記名

にご協力ください。 

夏休みは、少し時間をとって学習用具を含

めいろいろと持ち物を点検していただくと、2

学期には適切な状態で授業に取り組めるよ

うになります。ぜひ、ご協力ください。 

保護者の皆様で、長年愛用しているもの

がございましたら、お子様にお話しください。

良いお手本となり、物を大切に使う気持ちが

高められ、実行力が増します。  

引き続き一学期の締めくくりのこの時期、 

       物を大切に使いなが、子供たちと一緒にが 

       んばってまいります。 

 学校の「落とし物コーナー」です。まだまだ使
えるものが、多くあります。 
お心当たりがございましたら、ご確認くださ

い。 


